
東 北 の 景 気 動 向 
１．概況 
－平成 21 年 4 月の動きを中心とした東北の景気は、 

厳しい状況が続いているものの、生産活動に下げ止まりの動きが出てきている－ 

個別項目をみると、厳しい状況が続いている鉱工業生産は、電子部品・デバイス、輸送機械等が 2
カ月連続で増加し下げ止まりの動きを見せていることから、全体としても 2カ月連続で上昇した。在
庫は 4 カ月連続で低下し、改善がみられる。個人消費は、大型小売店販売額が 13 カ月連続で前年を
下回るなど、弱めの動きが続いている。住宅投資は、6 カ月連続で前年を下回った。公共投資は 2 カ
月連続で前年を上回った。雇用も悪化に歯止めがかからず、厳しい情勢が続いている。企業倒産は、

件数・負債総額とも前月比減少した。 
 
２．個別指標 
○生産動向 
東北６県 4月の鉱工業指数は、生産が電子部品・デバイス、輸送機械、情報通信機械等の増加など
から、前月比 6.7％増の 75.3となり、2カ月連続で上昇した。ただし、前年同月比では 30.3％の低下
と依然厳しい状況が続いている。一方、在庫は前月比 4.0％減の 100.1 と 4 カ月連続で低下し、前年
同月比でも 8.9％の低下となっている。 
業種別生産動向をみると、半導体集積回路等の電子部品・デバイス工業が前月比 38.0％、エンジン
等の輸送機械工業が同 16.0％、カーナビゲーション等の情報通信機械工業が同 7.0％それぞれ増加す
るなど 9業種で上昇した。一方、カメラ、時計等の精密機械工業が同 10.8％、開閉制御装置等の電気
機械工業が同 10.6％それぞれ減少するなど 9業種で低下した。 

4月の大口電力使用量は前年同月比 20.9％の大幅な減少となっている。 
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○個人消費 
東北６県 4月の大型小売店（全店ベース・421 店舗）販売額は 952億円で、前年同月比 4.4％（既
存店ベース）の減少となり、13カ月連続で前年を下回った。百貨店では、主力の衣料品が、春・初夏
物衣料全般がふるわず前年を下回った。身の回り品はスカーフに動きがみられたものの、海外ブラン

ドなどの高額商品は不振が続いた。飲食料品は催事等により生鮮食品や菓子に動きが見られたものの、

百貨店全体では、前年同月比 9.4％減の 183億円になった。一方、スーパーでは、主力の飲食料品は、
加工食品や果物、酒が好調だったものの、精肉、鮮魚等がふるわず前年を下回り、また、春・初夏物

衣料全般が低調だった衣料品も前年を下回り、スーパー全体として同 3.1％減の 769億円になった。 
東北７県 4月の乗用車新車販売台数（乗用車新車登録台数＋軽自動車販売台数）は、24,624台で前

年同月比 20.3％と前月に続き大幅な減少で、9カ月連続で前年を下回った。車種別では、軽自動車が
10,955 台で前年同月比 13.3％減少した。普通乗用車も 4,398 台で同 34.6％、小型乗用車も 9,271 台
で同 19.6％それぞれ大幅な減少となった。 
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○住宅投資・公共投資 
東北７県 4月の新設住宅着工戸数は 4,676戸で、前年同月比 23.1％減少し 6カ月連続で前年を下回

った。利用関係別では、持家が 2,860戸で同 16.3％、貸家は 1,519戸で同 25.9％、分譲は 286戸で同
53.2％それぞれ減少した。前年が改正建築基準法の施行の影響等により落ち込んでいたにもかかわら
ず、景気悪化の影響が大きく、2年前と比べても 37.8％の減少と大きな落ち込みとなっている。 
東北７県 4月の公共工事請負額は 1,988億円で、前年同月比 10.4％増加し、2カ月連続で前年を上

回った。発注者別では、国が同 22.1％増加、県は同 12.1％減少、市町村は同 35.7％増加した。 
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○雇用 
東北６県 4月の有効求人倍率は 0.34倍（全国 0.46倍）で、前月比 0.02ポイント低下し、11カ月
連続で低下した。全国も前月比 0.06 ポイント低下し、11 カ月連続で低下した。この 1 年間では、東
北は 0.32ポイント、全国は 0.47ポイント低下した。雇用は厳しい情勢が続いている。雇用保険受給
者実人員は約 92千人で、前年同月比 99.1％増加した。 
全国の 4月の完全失業率は 5.0％で前月比 0.2ポイント悪化した。 
 

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2

18/4 7 10 1 19/4 7 10 1 20/4 7 10 1 21/4

全国

東北

雇用保険受給者実人員

有効求人倍率（倍） 雇用保険受給者実人員(人）

有効求人倍率
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
○企業倒産 
東北７県 4 月の企業倒産（倒産５法に基づく法的整理のみを対象）は、件数が 64 件と前月比 1 件
減少、前年同月比で 22 件減少となった。負債総額も 230 億円と大型倒産が減ったことから、前月比
20.6％の減少、前年同月比でも 50.7％減少となった。業種別では、小売業が 18 件で最多、次いで建
設業が 16件となっている。このところ倒産件数は横ばいで推移しており、昨年 10月末スタートした
「緊急保証制度」による倒産抑制効果のあらわれとみられる。 
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○ 主要経済指標 

 

（注）１．＊印は新潟県を含まない。ｐは速報値。   ２．前年比の※印は前月比。P はポイント。 

  ３．大型小売店販売額の前年同月比は、前年操業中店舗と比較しているため、実数比の値と異なる。 

   ４．完全失業率および有効求人倍率は、季節調整法の見直し等により、過去に遡って改定されている。 

５．企業倒産は、平成１７年４月から対象が倒産５法による法的整理のみに変更されたため、任意整理を含む平成１７年

３月までのデータとは連続しない。 


